
山行報告書          山行管理部 

自然保護  四国巡礼の聖地・琴平、善通寺、丸亀城と讃岐富士 

   ９月８〜９日 CL石野（博）SL松本（正）参加者１７名 

９/８（曇のち雨）  

   大阪駅 08:00（新快速）→相生 09:30→岡山 10:38→坂出 11:34→琴平駅 12:32 

   本場の讃岐うどんで腹ごしらえをした後、善通寺〜偕行社〜乃木館〜 

陸自 14（善通寺駐屯地）〜善通寺駅→丸亀駅 

９/10（雨） 

   朝から土砂降りの雨（当地区に大雨注意報が発令）。朝食後、どうしようか

と相談。讃岐富士登頂は断念して丸亀城へ。その後琴平駅まで移動して、３

班に分かれ、それぞれの行動を、本宮まで行く、駅で待機する、すぐ帰阪す

る、とした。天気予報は良くなかったが、青春１８切符を買っており、有効

期限も９月１０日だったので 出発することにした。初日は予定通り消化で

きたが、２日目は一本にまとまらず反省。次回に活かしたい。 

                         （石野（博）記） 

 

土曜山行  百丈岩～鎌倉峡  10月 13日 CL入山 SL新熊 伊藤(雅)参加 19名 

ＪＲ大阪駅８：３０発～ＪＲ道場駅９：18着  

道場駅９：４５ → トンネル１０：０５ → 静が池分岐１０：４０ → 百丈

岩１１：００ → やまびこ売店１１：４０（昼食）１２：１５ → 鎌倉峡 → 

青石古墳１４：４５ → ｾﾐﾅ-ﾊｳｽ１５：００ →道場駅１５：４５ 解散 

晴天の下、道場駅から今年開通した新名神のトンネルを越えて、百丈岩へ向かい

ました。スリリングな絶壁からは、絶景が楽しめました。また、何人かのクライマ

ーも岩登りにチャレンジされていました。ロープ、鎖のある急な岩場を下って鎌倉

峡へ。渡渉や鉄製のステップ、ロープが付けられた、滑りやすい岩を「三点確保」

で慎重に歩を進め、上流に向かいました。心配していた水量も多くなく、全員無事

に渓谷歩きを満喫しました。終盤、道迷いがあった事、申し訳ありませんでした。                  

（入山 記） 

 

ターブルドート ポンポン山 １０月１４日  

               CL阪上 SL岸本、元  参加２７名 

ＪＲ大阪駅 8：45→高槻 9：12→神峯山口 9：30→神峯山寺 10：05→  

本山寺 11：30→天狗杉→12：55山頂（昼食）13：30→(往路と同じ道を戻る) 



本山寺 14:40→神峯山寺 15:45→神峯山口 16:26→高槻 17：00 解散 

阪急東向日から東海自然歩道を登り、頂上から神峯山寺を経て上の口バス停まで

歩くという当初の予定コースは、9 月初旬の大型台風 21 号による倒木などで不通

箇所があったため、変更して上記のコースを採用した。こちらでも、登山道をふさ

ぐ倒木は排除したり切ったりして、ある程度整備されていたが、歩きにくい部分も

多く、コースタイムをかなり上回ったが安全第一でゆっくり歩いた。幸い天気には

恵まれたため、青空の下、爽やかな風を頬に受けながら、秋のハイクを楽しめた。

コースの知識を活かしてご協力下さった田中さん、大変ありがとうございました。

皆さん、お疲れ様でした。             （元 記） 

 

有志山行 両神山岳・筑波山 9月 22～24 日 L森（保）SL上坂 参加者４名 

9月 22日（土）新大阪駅 8:16発（ひかり）＝東京駅 11:10着＝レンタカー 

       日本橋口 11:40＝秩父神社 15:30＝ホテル美山 17:00（泊） 

９月 23日（日）ホテル美山 5:40＝日向大谷口駐車場 6:40～会所 7:45～ 

        清滝小屋 9:50～両神神社 11:40～両神山 12:20－13:00～ 

        清滝小屋 14:30～会所 16:10～日向大谷口駐車場 16:50 

        ホテルルートイン秩父 18:20（泊） 

9月 24日（月）ホテルルートイン秩父 5:30＝花園 IC6:10＝常総 IC7:30＝ 

        筑波山駐車場 8:10＝ケーブル宮脇駅 9:00＝山頂駅 9:08～ 

        男体山周回 9:30～女体山 10:30～山頂駅 11:20＝宮脇駅 11:28 

        江戸屋旅館 11:50（入浴）12:40＝昼食 13:00＝谷和原 IC14:30         

        呉服橋 IC16:20＝レンタカー日本橋口 16:30＝東京駅発 18:03＝ 

        新大阪駅 19:00着（解散） 

 両神山へはいくつもの沢を渡渉、登山道には石仏や石碑など多くの史跡が点在し

ている。清滝小屋から本格的な登りで尾根上までジグザグの急坂が続く。両神神社

からは小さなアップダウンを繰り返しながら進む。行く手に高さ 15Mほどの 

岩場がありクサリを補助に登る。頂上は狭く登山者で大賑わい、濃霧で眺望なし。 

最後に、上坂さん岩佐さん早川さん、クサリ場の難所にも安全第一で通過ご協力の

お蔭で無事に山行が出来た事を感謝します。     （森 保雄） 

 

 


